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北海道大学農業経営学研究室内農業経営研究会発行

季刊・第5集

　巻頭言・経回形態の成立

　ある特定の地帯にある特定の農業経営

形態が成立するメガニズムをi説朗するた

めに，いわゆる「縮対的優位性の原理」

が採用されることは周知の通りである。

例へぽAなる地帯では，乾草が2。5トン，

玉蜀黍ならぽ60ブッシェルとれるがgB

地帯では乾草1。5トン，玉蜀黍は30ブッ

シェルとれると仮定すれぽ，B地帯はA

地帯に比較して乾草の収量も玉蜀黍のそ

れも断然低い。かかる意味でB地帯はA

地帯に比し低生産性地帯である。しかし

このことはB地帯に農業経営が成立せぬ

ことを意殊しない。飼故かQそれは相対

的優位性の原理が働くからであるとされ

る。すなわち棺対的にみるならぽ，A地

帯は乾：草のそれにおいて優位性を示して

いる。A地帯では乾草エトンに薄し玉蜀

黍24ブッシェルが対応し，B地帯では乾

草王トンに対し玉蜀黍20ブッシェルが対

応している。それでも，もしここに統一

的な毒場が成立し，三一作物に薄し岡一

価格が威立しているものとすれぽ，A地

帯では乾草を作らずに玉蜀黍を作った方

が乾草をより安価に手に入れることがで

きる筈であり，Bの場合は逆に乾草生産

に専念することにより，より妥億に玉蜀

黍を入手できる筈である。すなわち，B

は玉蜀黍を作るより乾草を作ることによ

って玉蜀黍30ブッシェルの代りに玉蜀黍

36ブッシェルをうることが出来るQかく

することによつでBの地代は6ブッシェ

ル高められる。もちろん，この四四，輸

送費などはネグリジブルと考へる。かく

てA地帯農業経嘗形態ぱ玉蜀黍に収賦

し，B地帯のそれは乾草に収挺する。

　このことは，理論的にかくあるべきで

あるのみならず，多くの実護的データに

よっても検護されているところである。

例へぽ，イリノイ州のシャンペイン郡と

マジソン郡とでは玉蜀黍と小麦の収量は

釜々次のようで，両作物ともシャンペイ

ンで絶対的優位性を示しているにもかか

わらず，癬対的にはシャンペインは玉蜀

黍においてすぐれ，マジソンは小喪にす

ぐれている◎事実マジソンは，コーンベ

ル掃とありながら，小麦の作付面積の方

が玉蜀黍のそれより大きいのである。
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　ところで，かかる「相対的優位性の原

理」が作用するためには，農業が商品生

産化し晒場が広汎に成立していることが

必要である。　叉このことは資本制地代

（貨幣地代）が成立していることの必要

を意味する。もし地代が物納として，あ

るいは金納であっても，特定の作物の収

納に着目して行なわれるものであるなら

ぽ，それだけ相対的誌面性の成立を夕げ

ることになる。もしそうであるなら前述

のシェーマのような計算はできない筈で

ある。一般に市場の拡大は絶対地代の此

重を低め，それだけ経営形態の地域的分

化の成立をたすける。しかるに市場がロ

ーカルなものであればあるほど相対的優

位性がでてこなくなる。又；農業経営がな

お商品生産化せず，自給を主霞的とし，

あるいは家計補助的意味で行われる場合

にも，前記のシェーマはなりたたなくな

る。さて。北海道の多くの地方では，な

お，農業経営形態が安定したものとして

確立していない。例へぽ，天北地帯の農

業経営はその典型的なものの一つである

がこの地帯の相対的優位性はまぎれもな

く飼料作物にある。従ってこの地帯の農

業経営は，結局，酪農経営に収敏さるべ

きものと考へられる。

　しかるに環況は，飼牛農家は全体の3

割程度にすぎない。『この原因としてまず

第一にあぐべきは7割4分にも及ぶ零細

な兼業貴家の存在である零細性の解消な

しには，縮対的優位性の原理の貫徹を期

待することはできぬ。次に指摘さるべき

は，市場の狭さである。　このことは道

路，その他交通機関の不備と密接な関係

がある。陸の孤島的状態を冷却せしむる

ことが先決問題である。

　一般に農業按術の進歩は，相対’的優位’

性の存在を一層鮮明にする。その効果は

相対的優位性をもつ作黙において最も高

い○しかるにかかる認識がしぼしぽかけ

ている。他地方において相対的優位性を

もつ作用の技術的進歩をそのまま模倣し

ても状態はかへって悪化する。何となれ

ば，その披術は飽地帯の優位性をますま

す大ならしめるからである。いまその地

帯が飼料作物に優位性がありとすれぽ，

飼料作土に関する農業技術の進歩に最大

の関心を払うべきである。このことが投

資効果を大ならしむる所以でもある。

　　　　　　　　　　矢　島　　　武

シャンペイン

　　　エーカー当り収量
玉蜀黍　　50．5ブツシエル
ノ」、　　至麦…　　　20．8

エーカー当り純収益

　39．65ドノレ

22．03

マジソン

エーカーi当り収量

37．7ブッシェル

19．0

エーカー当り純収益
・26．22ドノレ

17．37

（Case＆1・hnson　Pr三ncip正es　o£famユMan＆ge㎜ent　P87）
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